






要約:過去 2 年間にわたり行ってきた全国調査をふまえ、今年度はより実際の検体に近い

形の精度管理検体として、スクリーニングで使用している検体と同じ形態の検体を測定す

ることにより、正確度およびカットオフ値の適否に関する全国サーベイを行い、これまで

の各施設の内部精度管理の成果を確認することを目的とした。その結果、68 施設中、63

施設(93%)から回答があった。ろ紙尿の測定値は原尿に比ベ低値を示したが、それに伴い、

カットオフ値も低く設定されており、スクリーニングの精度上の問題はないものと思われ

た。また、前回とほぼ同一組成のコントロール尿 3 の補正値の変動係数は全国平均で 9%

から 6%と低くなっており、各施設の内部精度管理が着実に成果を上げていることが確認

された。しかし、新たに市販された神経芽細胞腫用コントロール尿の測定で影響のあった

施設、また、陽性検体の判定でカットオフ値の設定に問題があった施設などが一部に認め

られ、今後も継続した外部精度管理の必要性が明らかとなった。


